
様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

鶴田地区

平成２２年５月

栃木県宇都宮市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

・公園整備により生活環境の改善及び
災害時の避難場所として防災性の向上
が図られた。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

総合所見

6
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H２１年５月

指標３
福祉療育施設の利用
者数

人/日 0

指　標 従前値
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

その他の
数値指標１

公園までの徒歩所要
時間の短縮【指標2補
完】

分 16

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

・福祉療育施設の新設に合わせた公共
施設等の整備により施設利用の利便性
が高まっている。

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

・公園整備により生活環境の改善及び
災害時の避難場所として防災性の向上
が図られた。

280 305 H２２年４月

41.1 41.1 H２１年５月

○

指標５

指標２
公園まで歩いて利用
できる地域面積の向
上

ｈａ 34.3

指標４

総合所見

・土地区画整理事業の進捗により消防
困難地域が大きく減少した。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

○

H　　年　月

事後評価

見込み・確定の別

6

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時

点での達成度

△

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

10.1

計測時期

H２１年５月

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ 消防困難地域の解消 ｈａ 94.7

1年以内の
達成見込み

44.1

250

1年以内の
達成見込み

△

14.9

見込み・確定
の別

15.4 ○

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

・第２期計画による交付金を活用することにより，土地
区画整理事業・公園事業の進捗が図られた。

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

・継続的なまちづくり

コミュニティづくり

未整備箇所の解消

指標２「公園まで歩いて利用できる地域面積の向上」の
目標達成

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・地域のコミュニティづくりに寄与する公園愛護会設立の働き掛け

・土地区画整理事業・公園事業に係る各種補助事業の活用

・公園整備の実施

・公園愛護会の未設立地区に対し，地元自治会などを通して引続き設
立を働き掛けていく。

・鶴田第２土地区画整理事業の事業期間は平成28年度まであり，今
後も公共施設の整備改善及び宅地の利用増進を図るため，引続き事
業を推進していく必要がある。

・未整備の街区公園は，平成22年度整備完了予定。これにより，指標
２は目標値を達成する。

・第２期計画による交付金を活用し，公園整備を実施し
ている。（鶴田第１地区街区公園：H21実施設計，H22整
備）

・計画期間の終了後も，未整備の街区公園において
ワークショップを開催し，公園愛護会の設立を働き掛け
た。

今後の課題　その他特記事項

・鶴田第２土地区画整理事業の事業期間は平成28年度まであり，今
後も公共施設の整備改善及び宅地の利用増進を図るため，継続的な
まちづくりを推進していく必要がある。

具体的内容 実施時期

実施した結果

・第２期計画による交付金を活用することにより，土地
区画整理事業・公園事業の進捗が図られた。

・土地区画整理事業・公園事業に係る各種補助事業の活用

実施した具体的な内容



都市再生整備計画（精算報告）

鶴田
つ る た

地区
ち く

栃木県
と ち ぎ け ん

　宇都宮
う つ の み や

市
し



栃木県 市町村名 宇都宮市 地区名 面積 129.1 ha        

平成　　　16 年度　　～ 平成　　20　　  　年度 交付期間 平成　　16　　　年度　　　～　　平成　20　年度

目標1
目標2
目標3

課題

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

ha
平成5年

度
平成20年

度

ha
平成5年

度
平成20年

度

人/日
平成5年

度
平成20年

度

・宇都宮市西部の核となるに相応しい，公共施設の総括的な整備，宅地の利用増進を図り，人間にも自然にも優しい，調和のとれたまちづくりを進める。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

まちづくりの経緯及び現況 　

都道府県名

計画期間

市街地として充分な公共施設を整備することで，防災機能を充実させる。
公園施設整備により人間にも自然にも優しい調和のとれたまちづくりを推進する。
公共施設の早期整備により，療育の総合的な支援拠点施設整備を支援し生活環境を整える。

目標設定の根拠

都市再生整備計画の目標及び計画期間

鶴田地区

目標 

大目標：総合的，一体的に面整備を推進することで，防災性の向上，生活環境の改善，交通安全の確保による良好な居住環境の市街地の形成。

・主要な幹線道路として，主要地方道宇都宮鹿沼線，都市計画道路鹿沼宇都宮線が地区に隣接し，外環状線が地区を縦断しており沿道サービス系店舗の進出や，民間の宅地開発が
活発に行なわれていて，急速に市街化しているが，市街地として必要な公共施設は未整備であるため，地区の防災や交通安全を図ることが急務となっている。
・本地区は，中心市街地の西約2kmに位置し，市街地西部の住宅地の核となる地区であることから，「明るく，楽しく，美しく」をまちづくりのテーマとして幹線道路や河川によ
り分割されるブロックに分け，各ブロックごとに公園を配置する。また非常時には，これらの公園が防災活動の拠点となるよう整備を図る。
・障害の気づきから児童期を通した継続性・一貫性のある相談・支援機能の充実，及び障害の重複や多様化に対応した総合的なリハビリテーションのための療育拠点施設建設が計
画されているため，計画施設にふさわしい公共施設整備を行う。
・宇都宮市総合計画で本地区は，機能的で秩序あるまちづくりのなかで，安全で快適な都市環境と機能的な市街地の形成を図るため，土地区画整理事業の推進による新市街地の計
画的な整備に努める地区として位置付けされている。
・鶴田第1，鶴田第2地区において市施行の土地区画整理事業を施行中であるが，道路特別会計補助により，都市計画道路の整備が進む中で，その周辺の区画道路や公園の整備が遅
れている状況にある。

　
小規模民間開発が点在しスプロール化が進行しており，良好な都市基盤整備が望まれている
・本地区は，主要地方道宇都宮鹿沼線，外環状線，都市計画道路鹿沼宇都宮線という3本の主要な幹線道路に接しており，急速に無秩序な市街化が進んでいる。また，新たに都市
計画決定された4本の都市計画道路については計画的に整備を進めているが，地区の土地利用に応じた区画道路の整備は，通過交通の混入をできるだけ防げるよう考慮して配置し
ているため，整備が遅れた場合行き止まり道路となり，交通安全の面や防災上の観点からも一体的整備が急務となってくる。
・療育拠点施設開園に合わせた，区画道路の整備や周辺インフラ整備が必要であり，遅れた場合障害者の支援に支障をきたす。
将来ビジョン（中長期）

快適な住環境が整備された活力ある市街地づくり

・宇都宮市都市計画マスタープランにおいて本地区は，中心市街地に隣接し｢快適な住環境が整備された活力ある市街地づくり｣を将来のイメージとして，土地区画整理事業を推進
することにより，住宅を主体とし，良好な住環境を目指す｢一般市街地・低層住宅地ゾーン｣として位置付けられている。

　

15.4

公園まで歩いて利用できる
地域面積の向上

公園整備率 公共施設整備及び宅地整地整備の推進 34.3 44.1

消防困難地域の解消 道路及び宅地整備率 建物移転等により区画道路の整備率を向上させる 94.7

250福祉療育施設の利用者数 地区内に新設される福祉療育施設の利用者数
福祉療育施設の新設に合わせ公共施設等を整備し
施設利用の利便性を高め福祉のまちづくりを支援す
る

0



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針 方針に合致する主要な事業

○事業終了後の継続的なまちづくり活動

整備方針１(公共施設整備による消防困難地域の解消)
・都市計画道路宇都宮水戸線，鶴田宝木線，昭和通り，鶴田通りの整備を進めるとともに，区画道路の整備を推進する。 土地区画整理事業（基幹事業）

まちづくり活動推進事業（提案事業）
土地区画整理事業（関連事業）

・地区内の道路は数本の市道を除き2～3mの狭幅員道路が占める地区であり，災害時に問題がある地区であるため，早期整備を行
う。

整備方針２(ワークショップによる公園整備計画)
・ワークショップによる官民協働の公園計画を推進する。 公園（基幹事業）

まちづくり活動推進事業（提案事業）・各ブロックごとに配置を行い，まちづくり交付金により速やかな公園整備を行うことで，調和のとれたまちづくりをする。
　なお，これらの街区公園は，災害時の一時的な避難場所と位置付ける。

整備方針３(療育施設への総合的な支援)

公園，街路樹網の整備後については，整備に関するワークショップ参加者や自治会，育成会及び子供会等既存の組織を核として，公園愛護会・樹木の里親への移行を働きか
け，活動組織の体制づくりを進めるとともに，維持管理に必要な物品の提供，維持管理リーフレットによる啓蒙活動，管理・活動アドバイザー派遣等を導入するなどして，更
なる公共施設の愛護精神の高揚を図り，地域住民を主体とした継続的なまちづくりを支援する。

・療育拠点施設開園に合わせた公共施設の整備により障害者への支援をする。 土地区画整理事業（基幹事業）
まちづくり活動推進事業（提案事業）
土地区画整理事業（関連事業）

・障害者の多様化に対応した総合的なリハビリテーションが速やかに行え，発達や子育てに係る相談や地域生活に必要なサービスの
提供を支援する。

その他



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園 宇都宮市 直 平成１９年度 平成２０年度 平成１９年度 平成２０年度 27.4 27.4 27.4 27.4

公園 宇都宮市 直 平成１７年度 平成１７年度 平成１７年度 平成１７年度 26.0 26.0 26.0 26.0

公園 宇都宮市 直 平成１７年度 平成１７年度 平成１７年度 平成１７年度 23.0 23.0 23.0 23.0

公園 宇都宮市 直 平成１７年度 平成１８年度 平成１７年度 平成１８年度 42.0 42.0 42.0 42.0

公園 宇都宮市 直 平成１９年度 平成２０年度 平成１９年度 平成２０年度 29.5 29.5 29.5 29.5

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 －

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

土地区画整理事業 宇都宮市 直 42.9ha 平成１２年度 平成１９年度 平成１６年度 平成１８年度 1,446.0 330.0 330.0 330.0

土地区画整理事業 宇都宮市 直 86.2ha 平成１３年度 平成２３年度 平成１６年度 平成２０年度 2,761.0 2,532.1 2,532.1 2,532.1

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 4,354.9 3,010 3,010 3,010

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
0.0

0.0

－ 0.0

－ 0.0

宇都宮市 直 － 平成１６年度 平成２０年度 平成１６年度 平成２０年度 1.2 1.2 1.2 1.2

宇都宮市 直 － 平成１７年度 平成２０年度 平成１７年度 平成２０年度 0.2 0.2 0.2 0.2

宇都宮市 直 － 平成１７年度 平成２０年度 平成１７年度 平成２０年度 0.1 0.1 0.1 0.1

合計 1.5 1.5 1.5 1.5
合計(A+B) 3,012

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
　　　宇都宮市 A=42.9ha 　　　　○ 平成５年度 平成１９年度 11,230

　　　　　〃 A=42.9ha 　　　　○ 平成１３年度 平成１６年度 109

　　　　　〃 A=86.2ha 　　　　○ 平成１１年度 平成２３年度 21,124

　　　　　〃 L=77m ○ 平成１１年度 平成１３年度 98

　　　　　〃 8,901㎡ 　　　　○ 平成１５年度 平成１９年度 2,518

合計 35,079

まちづくり活
動推進事業

まちづくり活動推進支援

0.0

－

0.0

うち民負担分

鶴田第１地区・鶴田第２地区 0.0

－

ワークショップによる公園計画 鶴田第１地区 0.0

0

細項目
規模

（参考）事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

0.0

0.0

0.0

0.0

鶴田第１地区4号公園

うち民負担分

0.0

0.0

0.0

鶴田第１地区5号公園

鶴田第１地区6号公園

鶴田第１地区1号公園

鶴田第１地区2号公園

－

－

鶴田第１地区

鶴田第２地区

－

－

－

樹木の里親制度 鶴田第１地区

公共施設建設事業 鶴田第２地区

事業 事業箇所名

公共下水道事業 鶴田第１地区

土地区画整理事業（道路持会） 鶴田第２地区

準用河川駒生川改修工事

交付対象事業費 3,012 交付限度額 1,212 国費率 0.402

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

交付期間内事業期間

地域創造
支援事業

事業活用調
査

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

準用河川駒生川

事業期間
全体事業費

土地区画整理事業（道路持会） 鶴田第１地区

事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○）
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